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青春 は 夢 多き 時代です。 

青年に は 夢がなければ なりません。 

青年の 夢 は 美しく、 そして 遥かであります。 

「夢」 とはいった いなんで せう か。 

こ、 では もちろん、 睡眠 中の 夢 を 指す ので はあり ま 

せん。 

頭が はっきりして ゐる 時に、 その 頭の 中 を 去来す る 

幻の 如き 想念 を 指す のです が、 しかも その 想 ひ は、 常 



「空想」 とか、 「夢想」 とか 云 ふと、 どうも 私の 云 ひた 

いこと と 少し 違 ふやうな 気がします。 強 ひて 区別 を つ 

ける 必要 もない やうです けれども、 た y 「夢」 と 云つ 

た 方が、 なに か 力強い、 おほら かなもの を 感じさせ ま 

青年の 純真と 血気と は、 青年の 「夢」 を 飽くまで も、 

美しく 大胆な ものにします。 夢の 翼 はいかに 拡がって 

も 拡が リ すぎ ると いふ ことはありません。 

青年の 「夢」 は、 青年の 描く 「理想」 の 定かなら ぬ 

映像です。 「理想」 の 骨組み だけ は 一 通り 組立 てられ 



を 恵まれて ゐる もの は、 事情の 許す 限り、 それぞれの 

道に 進む こと、 大いに 結構であります が、 一方、 家業 

を 継いで 父祖の 歩んだ 道 を 歩む とい ふこと も、 これ ま 

た、 非常に 立派な ことで、 日本 青年の 「志」 とする に 

足る ことであります。 

た >、 それに は 「夢」 が あるかな いかと いふ ことで 

極く 月並な 考へ方 を すれば、 どんな 家業で も、 たま 

たま それによ つて、 相当の 産 を 成し、 土地の 声望 を 得 

ると いふ やうな こと だけで 満足す るで せう。 一 家の 繁 

栄 はすべ ての 職業の 目的で あるかの やうに 思 はれて ゐ 



ました。 青年の 夢 は 決して そんな ものであって はな リ 

ません。 こ、 で 具体的に、 一人々々 の 青年の 「かう あ 

つて ほしい 夢」 に ついて 私が 語る こと はでき ません が、 

少く とも、 今日、 「職域 奉公」 とい ふこと が 云 はれる の 

を みても わかる とほり、 すべての 職業 は、 その 職業 自 

体が 国家の 目指す ところ を 目指して こそ、 青年の 「志 

す」 道と して 選ぶ に 足る もので あり、 それ は どんなに 

さ、 やかな 仕事の やうに みえても、 その 仕事 を ほんた 

うに 活かせば、 常に 大きな 「夢」 につな がる もので あ 
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なぜなら、 仕事の 価値 は その 「量」 だけで 計る ので 



ふので す。 そこに 大きな、 眼に 見えない、 しかし、 国 

家の ために は 由々 しい 障碍と 困難と が ある わけです。 

従って、 この 「夢」 はこの ま、 独りよ がりで、 人々 に 

これ を 押しつける やうな 態度に 出ず、 諮るべき 人に 諮 

リ、 説得すべき 人 は 説得して、 村 全体の 総意にまで 進 

め 得る ものなら ば、 もはや、 彼に とって は、 これ こそ 

ひとつの 「志」 なのであります。 

彼の 職業 は微々 たる 一 郵便配達です。 しかし、 彼の 

存在 は、 さう なれば、 おそらく 村の 光明で あり、 郷土 

の 力で あらう とい ふこと を、 私 は 固く 信ずる ものです _ 

青年の 「夢」 が、 いは ゆる 「栄達」 であると いふ こ 



れる 相手のう ちに、 自分の 主観が 創り 出し、 拡大して 

いく もの だとす る 説 も あるく らゐ で、 かうな ると、 恋 

愛と いふ もの は、 一種の 自己 陶酔 を 意味す る ことにな 

ります。 恋愛 は 熱病な りと 断 じた 一 作家の 言葉 も、 あ 

ながち 極端 だと は 云へ なくなる のです。 

しかしながら、 自己 陶酔に せよ、 熱病に せよ、 人間 

一人の 生涯に 於て、 それが 如何なる 役割 を果 すかと い 

ふこと に 問題 は 帰す るので すから、 恋愛 をた > 単に 

軽々 しく 扱 ひ、 または、 恋愛の ために 一切 を 犠牲に す 

ると いふ やうな 態度 は、 深く 戒めなければ なります ま 
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が 準備され、 そ の 恋愛の 値 打が 予め ほ ^ 決定され ると 

いふ こと は、 看過で きない ことであります。 

恋愛 は、 それが 若し、 真に 恋愛と 名 づけ 得る ものな 

ら、 これ はたし かに、 ひとつの 「力」 であります。 

異性が 相愛す る、 その 愛し 方に よって、 自他と もに 

成長し、 向上し、 強大と なること は、 理窟の 上から も、 

また、 多くの 例 を みても、 間違 ひの ない ことです。 

か、 る 「恋愛」 は、 また、 誰に でも 出来る とい ふ も 

ので はなく、 それに 値する 人間の みがな し 得る のです。 

しかも、 相手が これに ふさ はしくなければ なりません。 

最も 美しく、 健やかな 恋愛と は、 最も 男らしい 男と 



しかも、 恋愛 は、 たと へ 主観的な 心理の 作用に よる 

ものと は 云へ、 青年の 精神の 鰊 磨と 無関係で はない の 

でありまして、 そこに 描かれる 「夢」 は、 享楽、 陶酔、 

自己満足、 耽溺な どの 色彩に 塗り つぶされて はなり ま 

せん。 分に 応じ、 格に 適した 条件 を 外さない 限り、 相 

手の 映像 は 心身と もに 理想化すべき こと は 云 ふまで も 

なく、 その 理想化 は、 浅薄な 「美男 美女」 とい ふやう 

な 標準に よらず、 女なら ば、 真に 男らしき 男、 男なら 

ば 真に 女らしき 女 を ひたすら 想 ひ 描く ことによ つ て、 

男 は 男の 矜り を、 女 は 女の 矜りを 高らかに 胸に ひ、 V か 

すべきで あります。 そこに は、 肉体と 精神、 姿態と 



の矜 りと、 更に、 その 矜りを 如実に 示す ための 一 糸 乱 

れ ざる 訓練に よって、 そこから、 世界的に も渴 仰の 的 

となり 得る 日本軍 人の 典型が 生れた のであります が、 

同じ 日本人で ありながら、 他の 職域に 於て は、 個人的 

価値 は 別と して、 未だ 軍人に 匹敵す る ほどの 頼もしい 

典型が 創り 出されて ゐな いとい ふこと は、 今日、 まこ 

とに 心外の 至りであります。 

た >、 私の 考へ では、 既に、 社会の 各層、 各 職域 を 

通じ、 個人的に は、 「立派な 日本人」 が 存在し、 一 部 か 

らは 「あ、 なくて は」 と 思 はれて ゐ ながら、 それが 全 

体 の 注目す ると ころと ならず、 たと へ 注目され てゐて 



も、 これ こそ 「典型」 なりと いふ 共通の 認識が まだで 

きて ゐ ない 場合が あり はせ ぬかと 思 ひます。 そして そ 

の 半面に は、 さほどで もない 人物が、 た y ある 種の 行 

為、 または 特徴の ために、 過大評価され、 俗論に よつ 

て、 さも それが 「典型」 であるかの 如き 取扱 ひ を 受け、 

却って 心 ある ものの 疑念 を 深めて ゐ ると いふ 事実 もな 

くはありません。 

真の 典型の 創造 は、 その 発見と ともに、 かくの 如き 

事情に よ つ て屢々 妨げられる ものであります。 

こ、 に 於て、 青年の 夢が、 その 純真な 翼 を 大きく ひ 

ろげ なければ なりません。 強く 正しく 美しい ものに 対 



の 消滅 もまた 当然とう なづ かれます。 

青年の 夢 は、 未来の 己の すがた を 夢み ると ころから 

始まります。 夢 を 導き 育てる 道 は、 必ずしも 遠くに は 

ありません。 いま、 現に 立って ゐる 道の 彼方 は、 誤り 

なく 広大な 夢の 野に 通じて ゐ ます。 それ は 如何なる 境 

遇に 身 を 置く かとい ふこと ではなく、 その 境遇 を 如何 

に 切り開く かとい ふこと であります。 職業の 貴賤、 身 

分の 損得 は、 た y 理窟の 上 だけでなく、 現実の 問題と 

して、 断じて あり 得ない こと を 固く 信じる ところから 

出発すべき であります。 

人間 は、 男に せよ、 女に せよ、 また 老人に せよ 青年 



た 気分の 重さと でも 云ふゾ きものです。 それ は堪 へが 

たい 苦悶にまで 至る こと もあります が、 お ほかた は、 

環境の 変化に よって 明暗の 度 を 異にする 程度で、 苦い 

吐息 を 交へ る こと も あり、 落莫と して 唇を嚙 むこと も 

あり、 た y 味気なく、 ひとり 物 思 ひに うち 沈む こと も 

あります。 

「歓楽 極って 哀愁 多し」 と は、 青春 そのものの 花やか 

な 幸福感に もよ く 当てはまる やうに 思 はれます。 哀愁 

はこの 場合、 憂欝の 同義語と みるべき でせ う。 今日の 

時代 は、 青年の 奔放な 生活 を 許す 害 もな く、 青年 も 亦、 



なりません。 

この 時、 憂欝 はむしろ、 自己の 力の 過信と 不明と を 

悔いる 反省の 鞭の ひ V きで あり、 更に また、 一 層 強靭 

な 「夢」 を 養 ふ 鍛練の 汗の 一 と 時 だと すれば、 か、 る 

憂欝 は 暗色 にして 必ず しも 暗色 ならず と 云 ひ 得 ま せ う。 

た y こ、 に、 救 ふべ からざる 如く 見える ひとつの 憂 

欝の 原因が あります。 

それ は、 青年の 胸中に 知らず 識らず 巣 喰 ふ 幻滅の 虫 

です。 言ひ換 へれば、 現実と はかくまで も 理想と かけ 

離れた もの かとい ふ、 絶望に 似た 空虚 感 であります。 

まことに、 現実と は 理想から 遠い ものであって、 さ 



は、 いは ゾ、 青年の 「夢」 の 発展 を 画する 一時期で あ 
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た y こ、 に 問題と なる の は、 一旦 「懐疑」 の 穽に落 

ち 込んだ 青年の、 理想 を 見失 ひ、 「夢」 はた ゾ 「現実」 

を 逃避 せんがた めの 「夢」 にす ぎず、 精神の 糧 はた y 

理論、 生活の 目標 は 快適、 とい ふやうな 状態に みる 例 

の 冷やかな 憂欝であります。 

それ はまた、 「満たされざる」 気持に ひきずられる 自 

分の 姿の 惨め さ を 発見す る ことによって、 や、 も すれ 

ば 「自己嫌悪」 につな がる ものです。 

嘗て 「近代の 憂欝」 とい ふ 言葉 も 流行した くら ゐ、 



「孤独な 魂」 と は、 なるほど、 文学的 表現と して は 一 

応 意味が あります。 しかし、 真に 「孤独な 魂」 は、 決 

おもて 

して 憂欝 を 面に 出し はしません。 それ はまた、 寂し 

さ を 知らぬ、 強靭に して 豊かな 精神 を 指す からで あり 

ま ^9 

要するに、 「近代の 憂欝」 が、 まだ わが国の そこ こ、 

に 残って ゐ ると いふ 気配が 私に は 感じられる のです。 

たしかに 残って ゐる 害です。 これ を 一掃し なければ、 

わが国の 発展の 障碍と なること は 明らかです。 先づ、 

自我 中心の 思想と、 科学 万能の 迷信 を 打破し なければ 

なりません。 次に、 功利主義に 基づく 教育の 殼を 脱し、 



のに、 かの 「青春の 悩み」 があります。 対象の 漠 とし 

た 焦躁、 常に 満ち足りぬ 心の 渴き、 捉へ 難い 幻影の 模 

索、 自分に 微笑みかける ものの ない 淋し さ、 このま、 

無為に して 青春 を 終る ので はない かとい ふ 不安、 など 

が、 雑然と して 胸 を 締めつ ける のです。 これが、 もと 

を 質せば、 簡単な 「異性への 憧れ」 に過ぎないと いふ 

のが 事実な のであります。 その 証拠に、 ひとたび 好 も 

し い 特定 の 異性が 眼前 に 現れる や、 その 焦躁 も渴き も 

模索 も 不安 も、 忽然と して 影 を 消す こと 請 合 ひで あり 
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しかし、 また、 新たな 「憂欝」 が、 時として は、 恋 



者の 覚悟と、 理想の 高き を 攀ぢ、 秘境の 深き を 探る 開 

拓 者の 根気との 燻し銀 を 交へ た、 明暗 多彩な 剌繡 図で 

あります。 濁りな き 青年の 瞳が、 一 つ 時 曇った とみえ 

る ほどの 「憂欝」 の 影 は、 却って、 明鏡の 物 をよ く 映 

すに 似て 頼もしく、 その 銀色の 「憂欝」 こそ、 白煙と 

なって 立ち 昇れば、 破邪顕正の 剣 を 呑んで、 現実の 醜 

敵と 刺し 違へ る 雄々 しい 憤りと なる であり ませう。 

と は 云へ、 これ も 出来る ことなら、 「憂欝」 の 色な ど 

は、 あまり 仰々 しく 顔に 出さぬ がよ ろしい と 思 ひます _ 

これ また ひとつの 「嗜 み」 であります。 



時に かう いふ 注意 を 附け加 へたい と 思 ふわけ は、 前 

に 挙げた やうな 例 を 除いて、 いったいに 青年の 表情が 

暗く、 活気に 乏しい とい ふ 印象 を 受ける からです。 何 

が 不平な のかと 訊ねたい やうな 「膨れ 面」 にも 屡々 出 

会 ひます。 これ は 青年に 限りません けれども、 青年で 

あるが ために ひとき は 目立 つのです。 

これ も 「憂欝」 の 一 表情に 違 ひありません が、 それ 

はもう、 如何なる 「夢」 とも 縁の ない、 いは、 > '散文的 

な 憂欝の 一 つで、 むしろ、 単に、 不機嫌と 云 ふ 方が 当 

つて ゐ るで せう。 常に 小さな ことに 不平不満 を 抱き、 

或は 泣寝入り をす るか、 小言 を 言 ひくた びれ する かし 



て、 なんとなく 自信 を 失 ひ、 た、 V、 欝積した 不平不満 

が 凝り 固って おの づ からの 「仏頂面」 を作リ あげたと 

いふ 類 ひの 顔 は、 近頃 そんなに 珍しくな いと 私 は 思 ひ 
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「青年 を 示せ、 汝の 国の 運命 を われ 占 はん」 と 云った 

哲人が ゐ ます。 

「青年 をして その 夢 を 語らし めよ。 われ その 青年の 前 

途を 卜せん」 と、 私 は、 僭越ながら 云 ひきる ことが で 

さます。 

が、 それよりも、 こ、 で 私が 「青年の 夢と 憂欝」 と 



いふ 一項 を 設けた 所以 は、 青年の 多くが 描く 「夢」 の 

美し さ、 逞し さは、 その ま、、 一 国の 文化の 高さ、 健 

やか さ を 示す もの だと 信じた からです。 

そして、 その 「夢」 はまた、 たと へ 如何に 美しく、 

逞しく あらう とも、 常に 微笑み をう かべる もので はな 

いとい ふこと を はっきり させて おかなければ なり ませ 

ん。 「憂欝」 を 持ち出した 理由です。 この 紛 はしい 「憂 

欝」 の 正体 を 青年 はしかと つかんで、 徒らに 道に 踏み 

迷 はない やう、 聊か 老婆心 を さし 加へ たつ もりで あり 

ま ^9 
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